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図序－1 斑状歯 図序－2 斑状歯
図序－3 斑状歯 図序－4 斑状歯
＊『宝塚市の斑状歯対策』（出版年不明、宝塚市水道局斑状歯対策室）より。



































































































































月現在。西宮市ホームページ http : //www.nishi.or.
jp/homepage/siryo/toukei/H24cyoujinkou（50）.pdf）1）。


































October 2013 ― ６９ ―
図 1−1 兵庫県西宮市山口町船坂

























































































































































































































































































































































































































































































































































貯水槽の形状は、縦約 2 m、横 2 m 強、奥行き




























































































































































































































































＊国土地理院 1 : 25.000地形図「宝塚」（2005（平成 17）年発行）をもとに作成。






















































































































































































































































































した 1935（昭和 10）年には、良元村 8,934 人、
小浜村 9,887人。太平洋戦争勃発前年の 1940（昭





























身元村 小浜村 長尾村 西谷村 合計
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































8月 12日 13日 14日 15日 16日 16日 17日 18日 18日 19日















受診者 190 115 274 177 89 60 310 179 153 210 1,757



























































































年数被験者 M1 M2 M3 ％ 年数
被験





































































































































































































その後、1974（昭和 49）年 7 月、調査会は
「宝塚市の斑状歯をめぐる健康問題に関する答申
書」を提出している。そこには、（1）給水中の暫









































































年 4月 1日から 1957（昭和 32）年 3月 31日まで
に出生した満 18～25歳までの者であり、この時




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































社 会 学 部 紀 要 第117号― １０８ ―
